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鎌

倉

時

代

の
家

族

制

度

(
五

)

三

浦

周

行

五

家

族

制

度

の

實

施

余
は
こ
れ
よ
り
鎌
倉
時
代
の
古
文
書

に
徴
し
て
家
族
制
度

に
閲
す
る
立
法
が
如
何
な
る
程
度

に
迄
實
施
せ
ら
れ

セ
b
し
か
を
観
察
せ
ん
こ
す
。

此
時
代
に
於
け
る
家
督
及
び
遺
産
の
庭
分
に
閲
す

る
被
相
細
入
の
意
志
表
示
は
譲
状
な
む
文
書
に
於
て
な
さ
れ

う

た
り
。
譲
蛾
は
天
魔

分
散
、
分
け
歌
杯
だ
籾

せ
ら
る
。
其
丈
禮
は

一
假
字
若
し
く
は
假
字
交
交
を
用
み
る
も
の
ε

、

(

'

ラニ
和
臭
を
帯

び
た

る
漢
衣

を
用

み
る
も
の

ざ
あ
り

、

(

、
譲
渡

ね
う

は
う

の
所

あ
は

の
く
に

い
く

い
な

の

さ
う
、
む

さ
し

の
く

に
す

ん
の
は
ら

の

さ
う

の
内

ま
ん
き
ち

の
か
う

右
件

の
所

々
御

下
女
ら

を
あ

い
く

し
て
ゆ

つ
り

わ
た
す

事
し
ち
也

、
た

＼
し
か
き
り
あ

る
ね

ん
一

わ
や
く

に

い
た

て
は
、

せ
ん
れ

い
に
ま

か

せ
て
、

さ
た

を

い
た
す

へ
し
、
よ
て

こ
に
ち

の
せ
う
も
ん

の
た
め

に
(
.ゆ

ロ

コ

タ

つ

b

わ

た

す

さ

う

如

ン
件

、

望

.
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説
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倉
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代
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家
族
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度
(五
)

第
†
巻
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號

一
=

)

モ
四

五

.

■



論

説

鎌
倉
時
代

の
家
族
制
度
八
五
)

第
十
巻

(第
六
號

二
二
)
.
七
四
六.

(岩
.

松

)

む

ら

寳
治

二
年
八
月
八
日

源

時

兼

(花
押
)

(正
ホ
交
書

)

は
筑

「
例
に
し
て
、

.

譲
渡

陸
奥
國
宮
城
郡
商
用
名
内
村
々
地

頭
職
事

子

息

左

衛

、用

尉

家

政

餘
部
村

婦
獄
朔
麟
姻
欄
硲
村
岡
村
椿
村
細
賭
覗
灘
肱

右
所
譲
渡
干
家
政
實
正
也
.
子
息
寺
中
夢
不
レ可
レ
有
二違
齪

一之
状
如

レ件

文
永
二
年
三
月
二
日
.

留

守

藤

原

(花
.押
)

(貿
守
文
書
)

は
第
二
例
な
り
。
其
内
容
は
も
ご
よ
り

一
定
せ
手
ご
難
ご
も
、
概
し
て
こ
れ
を

い
へ
ば
、
先

づ
其
護
興
す

べ
ぎ
田

宅

(田
畠
在
家

)資
財

(動
産

)所
従
、
下
人
奴
婢
等
を
擧
げ
て
、
其
限
先
以
來
相
緩
し
張
れ
る
も
の
な
る
ε

(
重
代

相
傅
の
所
領
)
自
己
の
買
牧
せ
る
も
の
な
る
ε
を
明
ら
か
に
し
、
相
繧
人
に
向

っ
て
こ
れ
を
護
興
す

る
の
意
を
示

し
て
後
謹
に
備

へ
他
の
侵
害
を
防
が
ん
ε
し
、
年
月
旧
の
下
に
被
相
綾
人
の
署
名
花
押
を
自
署
す
る
も
の
な
b
。

衣
に
こ
れ
に
載
せ
た
る
特
殊
事
項
の
説
明
に
移
ら
ん
。
所
領
の
田
地
は

一
四
至
(境
界
)坪
付
を
本
券
面
に
譲
り

て
こ
れ
を
略
し
た
る
ご
二
こ
れ
を
載
せ
た
る
ε
め
り
、
「
四
至
坪
付
有
一一本
券

一」
「
四
至
堺
巻
本
謹
交
に
見
た
り
」
な

(



'

O

聖

ご

あ

但
書
を
加
ぎ

も

の
は
第

一
項
に
し
て
、
寧

ろ
普
通
の
場
合
な
る
も
・
禰
獲

聲

ご

正
安
三
食

万

骨

、

一
日
の
譲
猷
、
市
川
交
書

(
二
)元
亨
元
年
十
月
廿
四
日
の
譲
状
、
都
甲
交
書
弘
長
三
年
十

一
月

二
十

一
日
の
謳
歌

等
に
見
え
た
る
が
如
く
、
譲
妖
に
四
重
脅
具
載

せ
る
も
こ
れ
な
し
ξ
せ
す
。
次

に
是
等
の
所
領
が
公
武
の
嬬

め
に

負
ふ
べ
き
義
務
即
ち
年
貢
公
事
は
輩

に
先
例

に
任
せ
て
沙
汰
す

べ
し
ご
い

へ
る
外
、
真
数
額
を
載
せ
た
る
も
あ
り

是
等

の
義
務
憾
京
都
大
番
を
始
め
す

べ
て
其
所
領
の
田
厳
帥
ち
田
地
の
高
に
割
充

て
賦
課
す

る
も
の
な
れ
ば
、
分

限
に
從

っ
て
勤
む
ご
は
い

へ
り
。
其
牽
に
至
り
て
は
未
だ
こ
れ
を
詳
か
に
せ
す
ε
雌
こ
も
.
多
少
の
参
考
資
料
な

う

き
に
あ
ら
す
。
↑
薩
藩
奮
記
(前
集
四
)
に
牧
め
た
る
入
來
院
交
書
建
長
二
年

+
月
二
+
日

の
置
丈
長

所
領
の
高

に
劃

し
て
公
事
宝

田
を
定

め
た
り
。

今
こ
れ
を
左

に
抄

出

せ
ん
。

定
置
就

二
千

公
事
#

諸
事

H可
二
存

知
子

息
尋

一子

組
歌

一
公
車

田
磁

事

.

,

御
公
事
本

田
十

九
町
騨

段
錐

レ爲
二
伊
勢

大
類
之

分

一福
二
具
合
所
領

噌今

一配
分

】畢
、

+
町
四
段

.

大
功

田

丸
町

、

大
類

命

参
十
登

町
武

駿

河
會

配

漆
拾
五

町

入
来

講

読

鎌
倉
時
代
の
家
族
制
度
(正
帽

・

第
+
巻

(第
六
號

二
三
)

七
四
七



論

説

鎌
倉
時
代
の
家
族
制
度
(五
)

陸
町

打
鉤

已
上
百
参
拾
豊
町
睦
段

以
之
勘
定
拾
九
町
騨
段

=
二
郎
分

.

九
町

大
類

十
湊
町
四
段

「
河
會

.

参
町

打
鉤

十
捌
町
七
段
半

入
来

但
公
事
定
田
老
町
四
段

一
四
鄭
分

、

十
町
四
段

大
功
田

戴
町
蓼
段

河
會

十
捌
町
七
段
宇

入
来

但
公
事
宝
田
騨
町
七
段
雫

一
五
部
分

騨
町

河
會

十
捌
町
七
段
宇

入
来

但
公
事
宝
田
蓼
町

一
次
鄭
三
郎
分

時

第
十
巻

(第
六
號

二
四
)

七
四
八

9

'

紳

.二一



、

暫

漆
町
五
段

河
會

参
町

打
鉤

十
町
四
段
大
三
十
歩

人
來

但

公
事
定

田
参

町
壷
段

一
六
鄭
次
郎

分

捌

町
武
段

大
三
十

歩

入
来

但
公

事
宝
田
壼
町
武
段

一
あ
ら
六

分

武
町

臥
麟
公

但

除
十
九

町
四
段
御

公
事

田
敷

定
也

、

看
者
随
開一此

田
敷

】色

々
御

公
事
京

都
大
番
可

レ令

二勤

仕

一也
、

扇
於
二
領
家

国
司
両

方
御
公
事

一着

曽一以
二
人
乗
院

七
拾

五
町
田
藪

【可
二
合
勤

仕

一也

、

一
子
息
寺
中

、
官

二
此
所
領

一得
替

事
由

來
者
、
勘

二
合
褒

田
敷

一就
二
子
得

田

一於

三
二
郎
明
重
之
沙
汰

「
御

公

事

可

レ令
二
支

配
↓
於
二
得
替
所

噌者

、
不

レ可

レ勤

者
也
。
、、

一
鎌
倉
御

神
事
定
時
、
舎
人

出
立
事
、

一
向

三

二
郎

か

い
ε
な

み

に
て
あ

る

へ
し
。
.

一
鎌
倉

よ
り
人
夫
を

め
さ
る

、
時
、
う
ち
も

ろ

b

に
か
や

ふ
ち

こ

、
う

か
た

や
し
き
は
た
け

の
ほ

ε
を
は

か

ら
ひ

て
あ

っ

へ
し

、
人
夫
あ

ま
把
あ
た
ら
む

時

は
、
女
房

の
ふ
ん
に
も

さ
た
す

へ
し
、
三
度

に
二
度

は
う

論

説

鎌
倉
時
代
の
家
族
制
度
(五
)

第
+
巻

(第
六
號

二
五
)

七
四
九
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・
諦

観

鍮
倉
時
代
の
家
族
制
度
(五
)

、

第
十
巻

(第
六
號

二
六
)

七
五
〇

ち
も
ろ
b
よ
b
あ
ひ
ま
い
ら
す

へ
し
。
.

.

(下
略
)

次
に
三
和
田
交
書

に
は
文
永
九
年
十
月
六
日
の
祐
泉

隠
上
方
御
家
人
に
謝
す

る
大
番
兵
士
の
支
配
訣
を
牧
め
た
b

(

ド

こ
れ
に
擦
れ
ば
、
二
町
五
段
別
に
兵
士

】
人
を
出
す
も
の
に
置
)
て
沸
倒
せ
ば
信
太
左
衛
門
尉
は
所
領
二
町
に
劃
し

て
兵
士

一
人
を
出
し
、
池
田
上
村
左
衛
門
は
四
町
に
鋼
し
て
亦
同
じ
一

一
人
を
出
し
、
石
津
左
衛
門
尉

は
五
町
に

劃
し
て
二
人
を
出
し
宇
多
左
衛
門
尉
は
七
町

一
段

に
黝
し
て
同
じ
く
二
人
を
出
し
信
太
右
衛
門
尉
は
七
町
五
段
に

謝
し
て
三
人
を
出
せ
る
が
如
し
、
こ
は
も
ε
よ
り

一
般
の
場
合

に
於
け
る
規
定
ε
認
む
る
.に
は
、伺
ほ
多
少
の
鯨
地

あ
り
ご
す

べ
き
も
、
略
こ
れ
を
類
推
す

べ
.く
、
其
他
の
公
事
に
至
り
て
も
、
譲
状
に
載
せ
た
る
も
あ
り
、
元
亨
一工

年
十
月

二
十
四
日
市
川
撚
房
の
譲
状
の
如
き
は
「
御
公
事
は
別
に
か
港
を
く
也
」
ざ
記
し
て
同
日
の
日
附
の
公
事

の

.

皿直
交
〔
定
置
御
公
事
以
下
事
ξ
題
せ
り
)
を
添

へ
た
b
。
こ
れ
に
振
れ
ば
、

一
貫
丈
の
公
事
を
課
せ
ら
れ
た
り
ざ
せ

ん
に
、
惚
領
六
郎
は
四
百
丈
、
庶
子
八
郎
は
百
五
十
丈
、
同
じ
く
九
鄭
は
二
百
五
十
交
、
同
じ
く
十
鄭
は
二
百
友

の
割
合
を
以
て
こ
れ
を
負
撤
す

べ
く
、
所
領
志
久
見
e
年
貢
は
太
郎
二
貫
丈
、
八
郎
六
百
交
、
十
郎

一
貫
二
百
丈

を
負
撚
す

べ
し
ε
い
ふ
に
あ
り
。
(
女
子
の
公
事
負
据
額
は
其
譲
状

に
書
載
せ
た
り
ε
見
ゆ
る
も
、
そ
れ
に
は
「
大

小
御
公
事
は
ご
し
こ
巴
に
[

つ
、
の
用
途
を
十
郎
の
方
ゑ
沙
汰
す

べ
し
」
嘘
あ
り
て
蕗
損
の
爲
め
こ
れ
を
敏
く

も
庶
子

の

一
人

陀

る
十
鄭

に
納
む

る

こ
ご

、
せ
り

ε

見
ゆ

)
,而
し

て
大

番
役

等

の
義
務

は
男

子

孟
難
ギ
」
も
、
疾

病



老
年
等

の
場
合
は
親
族
家
人
等
を
代
人
即
ち
代
官
ご
し
て
こ
れ
に
代
ら

し
む
る
こ
ε
を
得
た
れ
ば
、
女
子
の
如
き

は
當
然
代
官

の
代
役
に
依
る
を
例

ピ
し
た
り
し
が
、
必
ず
し
も
皆
撚
り
し
に
あ
ら
す
。
松
浦
蕪
山
代
交
書
に
牧
む

る
暦
仁
二
年
正
月
二
十
七
日
両
六
波
羅
の
披
露
猷

"
山
代
三
郎
固

の
後
家
が
大
番
役
勤
仕
の
矯
め
在
京
せ
し
時
.、

其
女
子
が
亡
夫
固
の
遺
産
威

分
に

つ
き
て
訴
訟
を
提
起
せ
る
爲
め
、
幕
府
よ
b
の
召
符
(
召
喚
状
)
に
接
レ
て
鎌
倉

に
赴
き
し
こ
ε
を
載
せ
た
る
が
如
き
は
其

一
例

ε
し
て
見
る
べ
し
。

斯
く
て
遺
産

分
配
の
專
ら
行
れ
た
る
當
時
弔
あ
う
て
は
惚
籏
も
庶
子
も

一
様

に
此
種
の
負
播
を
見
れ
ざ
る
も
、

幕
府
は
家
族
制
度
を
利
用
し
て
惚
領
を
し
て
其
援

の
分
限
に
怨
じ
、
負
捲
額
を
定

め
て
こ
れ
を
分
捲
完
済
せ
し

め
た
り
。
故
に
當
肪
の
譲
状
に
於
て
も
、

「
於
二
關
東
御
公
事

「者
、

随
一一所
領
田
数
一守
二嫡
子
大
炊
助
之
支
配
一可

レ
致
二沙
汰

一也
」
〔志
賀
文
書
延
慈
二
年
四
月
⊥
八
日
尼
深
妙
譲
状
〕
こ
い
ひ
、
但
如
レ此
雌

・令
=
分
譲

一之
於
二關
東
御

公
事
「者
、
随
二
所
領

之
大
小
↓
依
二
得
分
之
多
少
輔
嫡
子
大
炊
助
親
秀
爲
=
惚
領

一可
レ令

一一支
配
】也
、
ε
い
ひ

(
志

賀
氏
交
書
貞
懸
二
年
十

一
月
二
且
前
豊
前
守
藤
原
朝
臣
譲
状
)
中
野
馬
入
道
殿
跡
に
御
頭
以
下
大
小
御
公
事
あ
た

ら
ん
時
は
六
部
惚
領
ε
し
て
配
分
す

べ
し
」
(市
川
交
書
二
元
亨
元
年
十
月
二
十
四
日
盛
房
譲
状
)
ざ
い
ふ
が
如
一
帰

此
事
を
明
記
し
た
る
あ
り
⑩

田
畠
山
林
等
不
動
産
以
外
の
遺
産
(遺
物
)
に
は
資
財
あ
り
所
従
あ
り
。
資
財

の
中

に
は
武
士
丈

に
往
々
家
質

の

武
器
の
分
配
を
記
せ
る
も
の
あ
b
、
倒
せ
は
前
引
古
川
交
書
(
二
)
元
亨
元
年
十
月
廿
四
日
盛
房
の
公
事
置
文
の

一・

節

に

論

説

鎌
倉
時
代

の
家
族
制
度
(
五
V

第
十
巻

(鋸
歯
ハ
號

二
七
)

七
五

一.



.

」

論

説

鎌
倉
時
代
の
家
族
制
度
(五
)

「

第
+
毬

(第
六
號

二
八
)

七
五
二

一
遺
物

所
従
事
、
母

の
は

か
ら
ひ

た
る

へ
し
、

見
く

る
し
く
ゆ

い
も

つ
な
ε

い
ふ
事
め

る
ぺ

か
ら
す

、
だ

、
」

し

こ
さ
ぐ
ら

を

ざ
し

の
ぎ

せ
な
か
重
代

の
よ
ろ

い
ひ
だ

＼
れ

は
だ
は
⊥
ハ
郎
、
叉
ま

っ
か
わ
を

ε
し

の
は
ら

ま

き

よ
ろ

い
八
郎

、
又

こ
さ
く
ら
を

`
し
の
よ
ろ

い
九

郎

に
た

ふ
也

う
そ

の
ほ

か
さ

い
一

の
く

そ

く

己

も

一4
…、
は

、
の
は

か
ら

ひ
把
る

へ
し
、

い
く

ほ
ε
な

き
め
ひ
π

、
ゆ

つ
b
歌
も
克

く
る
し
き
ほ

ご
に
か
き
あ
虎

へ
血
な

り
。

ご
見

え
た

る
が
如

し
。
此

意
味

に
於

て
、
當

膳
の
譲

状

に
此
種

の
遺
産
慮
分

を
載

せ
ざ

る
も

の
あ

b
し
な

る

べ
き

も
、
此

外
其

田
畠
等

に
比

し
て
重
要
視

せ
ら

れ
ざ
り

し
に
も
依
ら

ざ
る

ぺ
か
ら
す

。

所
従

は
叉

丁
人
雑

人
ポ
も

い
は

る

＼
も

の
に
し
て

即
ち

奴
姻
な
b
。
譲
漱

中
亦
往

々
こ
れ
を
記
せ

る
も
の
な

き

に
あ
ら

ざ
る
も
、
軍

に
員

敷
を
擧

げ

た
る
に
止
れ

る

に
、
禰
寝
文
書

(
こ

に
牧

む
る
建
治

二
年
正
月
三
十

日
散

位

建

部
清

綱

の
所

従
抄

帳
が
嫡
子
清

規
、

二
男
鰯
網

、
建

部
太
子

、
同
中
子
、
同
三
子

、
同
四
子
、
久
替
御
前

.
厨

房

、
虎
妙

御
前

、
下
主
御

前

、
虎

房

、
初

子
御
前

、

三
男
清

助
、
瀬
原

中
子

、
矢
藤

大
寺

の
子
及

び
親

族

の
得

分

ε
,し
て
分
配
す

べ
き
所
従

の
人
名

を

具
載

せ

る
は
珍

ε
す

べ
し
。

こ
れ

を
見

る

に
、
稀

れ
に
は
名
字

を
有
す

る
こ

ε
小

加
羅
和
泉

・
皮
籠
矢

太
郎

の
如

き
も
の
な

き
に

あ
ら
す

ε
錐

ざ
も

、
多

く
は
名

を
暴
・げ

た
る
の
み

に
で
本

人

一
人

の
外
親
子

を
併

せ
有
す

る
も

の
に
は

　
類
何
人

、
父

子
何

人
、
母
子
何
人

ざ
書

し
、
最
後

に

、
.

、

右

件
奴
原
任

二抄
帳

之
旨
↓
各
可

レ令

二相

傳
↓
若
背

二
此
歌

一於
下
敷
二
連
齪

一輩

上
者
、
所
一議

與

一所

領
田
畠

不
レ
可
二

領
知

一者
也

、
狙
所

レ漏
二抄

帳

一奴
原
者

、子
息
寺

中
寄

會
相

分
無

二違
齪

】可

レ
令
一得

分

】也
、
傍
抄
帳
如

レ件
、

ト



血

ε
記
せ
る
を
見
る
.は
、
是
等
の
所
従
が
如
何
に
劣
等
な
る
待
遇
を
受
け

つ
、
あ
b
し
か
を
察
す

べ
し
。

是
等
の
讃
歌

に
は
共
議
興
す

べ
き
所
領
に
關
す
る
次
弟
謹
丈
即
ち
、
譲
與
、
萱
買
、
安
堵
等

一
切
の
證
券
を
添

へ
て
相
続
人

に
交
附
す

る
を
例
ご
し
、
そ
が
他
の
所
領
ξ
關
賺
し
て
分
離
す

べ
か
ら
ざ
る
も
の
は
「
連
勢
」
ε
爾
し

て
、
こ
れ
を
添
附
す

る
代
り
に
、
萱
買
の
場
合
に
見

る
が
如
く
其
證
券

の
裏
面

に
.皿
部

の
譲
與
を
な
し
北
る
こ
ε

を
記
し
置
↑
も
の
あ
b
。

こ
れ
を
稽
し
て
裏
を
封
ず

る
ざ
い
へ
り
。
叉
惚
領
に
封
ず

る
讃
歌

へ
添
附
す

る
も
の
あ

　

り
。
志
賀
交
書
(
乾
}
正
安
三
年
十
二
月
廿
日
沙
彌
阿
法
の
讃
歌
に
、
「
於
二
次
弟
謹
女
等

一着
、
依
レ爲
二
類
験

一所
レ
副
二

渡
嫡
子
貞
朝

一也
」
ε
い
へ
る
は
其

一
例
な
b
。
又
其
爲
を
添
附
す

る
も
の
あ
b
、
犬
川
交
書
嘉
暦
四
年
四
月
こ
十

三
日
沙
彌
幸
蓮
の
譲
状

に

「
御
く
た
し
ふ
み
□

し
た
い
せ
う
も
ん
は
、
.あ
ん
を
う

つ
し
て
そ
ひ
も
た
す
る
し
ゃ

う
も
ん
は
め
に
さ
へ
も
ん
に
ら
う
ゆ
つ
り
わ
だ
し
を
は
ん
漁
」
己
い

へ
る
は
其

一
例
な
り
。

譲
状
は
其
形
式
よ
b
分

っ
て
二
種
こ
な
す

こ
ご
を
得

べ
し
。

一
嫡
子
以
下
の
家
族
其
他
の
親
族

の
得
分
を

「
通

う

の
中

に
連
記
せ
る
も
の
ε
二
嫡
子
其
他

の
家
族
親
族

に

一
々
其
得

分
を
書
き
與

へ
た
る
も
の
ε
こ
れ
な
り
。
志
賀

氏
交
書

〔坤
)
に
版
む
る
延
慮
二
年
四
月
六
日
尼
深
妙

の
譲
状
和
由

交
書
(
こ

に
敗
む

る
永
仁
二
年
十

一
.月
七
日
沙
.

彌
性
蓮

の
譲
状
等
は
第

一
項
に
當
る
も

の
に
し
て
、
其
観

の
多
ぐ
の
讃
歌
は
第
二
項
に
當

る
も
の
な
り
。若
し
此

分

配
に
漏

れ
た
る
も
の
あ
る
場
合
は

一
嫡
子
を
し
て
相
綾
せ
し
む
る
こ
ご
和
田
交
書
二

)
永
仁
二
年
十

一
月
七
日
沙

彌
性
蓮

の
譲
瓶
に
右
庶
子
配
分
田
畠
之
外
者
、

可
レ
爲
】一嫡
子
進
退

一着
也
」
ご
.い
へ
る
が

如
き
も
あ
れ
ば
、

兄
の

子
、
弟

の
子
の
如
き
特
定

の
人
を
指
定
し
て
こ
れ
に
相
続
せ
し
む

る
二
ε
留
守
交
書
二

)
正
安
二
年
五
月
二
十

一

論

説

籐
震
時
代
の
家
族
制
度

芒
.

第
+
巻

(第
六
號

二
九
)

七
五
三



、

■
.

論

説

鎌
倉
時
代
の
家
族
制
度
(五
)

第
十
巻

(第
六
號

三
〇
)

七
五
四

日
沙
彌

浮
妙

の
譲
状

に
「所

レ獲

者
有
二
芳
志

一可
レ譲

=
舎
兄
等

之
子
息

一也
」
`
い

へ
る
が
如
き

も

の
あ
り

、
諸
子

開

に
分
配
相
続

せ
し
む

る
こ
ε
、
前
掲

所
従
抄

帳

に
見

え
た

る
が
如

き
も

の
あ
り
、
而

し
て
間

よ
被
相
続

人

が
妻

の

慮

分
に
任
す

ぜ
遺
言

せ
る
も

の
な

き
に
め
ら
す

。

被
相
綾
入

が
譲
状

を
作
製
す

る

の
動
機
は
後

日
の
支

調

に
備

へ
ん
が
爲
め
、
生
前

に
遺
産

の
庭

分
を
な

し
置

く

ラ

慣

習

に
基

く

こ
ε
も

ご
よ
り
吉
ふ
迄
も
あ
ら
す

ざ
誰

こ
も

一
市
川
文
書

〔
一
)
に
牧

め
だ
る
中
野
沖
鮨

の
訴
新

(末

(

饑

く
も
文

永
年
中

の
も
の
)

に

「
彼
譲
状
者

、
所

勢

火
急
之
閣

、
云
二姉

分

【云
二
伸
能

分

噂所

レ命

レ書
=
干

}
紙

円也

」

ラ

ざ

い

へ
る
が
如
く
重
病

に
瀕

し
て

こ
れ
を
認

め
し
も

の
あ
り

、
二
大
川
交
書

に
牧
む

る
元
懸
元
年
十
月

二
十
日
大

藏

種
宗

の
譲

状
は
妻

に
充

て
た
る
も

の
な

る
が
、

「
せ

ん
ち
ゃ
う

に
あ

い
む

か
う
事

候
あ

ひ
た
、

ゆ

つ
り
わ
た

し

ゼ

ま

い
ら

せ
候
」

ε

い

へ
る
ば
其
出

征

に
際

し
て
認

め

し
も
の
に
し

て
、
武
士

に
取
り

て
は
寧

ろ
有

勝
の
場
合
な
b

ε
謂

ふ

べ
し
。

さ
れ

ば
譲

状
は
自
筆
を

以
て

こ
れ
を
認
む

る
を
原

則

ε
し
、
中

に
は

こ
れ
を

明
記

せ
る
こ
ε
、
大
川
交
書
嘉
暦

ち

三
年
五
月
十
三
日
沙
彌
幸
蓮
の
離
歌
に

「
よ
っ
て
の
ち
の
た
め
に
し
ひ
つ
に
て
ゆ

つ
る
」
さ
い
へ
る
が
如
き
も
あ

b
、
甚

し
き
に
至
り
て
臥
武
雄
肚
交
書

(中
)正
和
三
年
九
月
二
十
三
日
沙
彌
入
眞
の
讃
歌
に

「
文
人
眞

ゆ
つ
り
の

な

か
に
、
た
ひ

つ
い
て
き
た
ら
は
ほ
う
し
ょ
た

る
へ
き
な
り
」
ざ
い
へ
る
が
如
く
、
自
筆
以
外
の
謡
歌
を
排
し
て

女
書
備
造
な
り
蓬
せ
る
も
の
さ
へ
あ
り
、
敏
に
死
期

に
臨
み
て
離
歌
の
本
文
を
他
人
に
代
書
せ
し
む
る
場
合
に
も

み
つ
か
ら
筆
を
執
り
て
署
名
花
押

の
み
は
自
署
せ
る
も
の
あ
る
を
見

る
な
り
。
而
し
て
普
通
の
場
合
に
於
て
は
被

'

r



相
緬
人

一
人
署
名
す

る
も
、
間

-
夫
が
妻
ε
、
親
が
嫡
子
ご
連
署
せ
る
實
例
な
し
ε
せ
す
。

被
柑
優
人
が
生
前

に
其
遺
産

の
庭

分
を
な

さ
ゴ
り
し
場
合
即
ち
式
目
の
所
謂
未
庭

分
跡

に
つ
き
て
は
相
馬
交
書

〔
こ

に
幕
府
が
故
相
馬
胤
村
の
遺
族
を
真
子
松
若
丸
、
某
丸
及
び
寡
婦

(後
家
尼
)
に
分
配
せ
る
文
永
九
年
十
月
二

十
九
日
附

の
安
堵
状
あ
b
て
、
そ
れ
に
は

、

9

右
亡
父

「寡
婦
に
は
亡
夫
)
左
衛
門
尉
胤
村
跡
爲
二
朱
庭
分

　所
レ被
二
配
分
一也
、
早
守
二
先
例

一可
レ令
=領
掌

一
之

状
依
レ仰
下
知
如

レ件

ご
書
し
執
権
の
連
署
を
載
せ
だ
り
。
又
薩
藩
醤
記
(前
集
四
)
に
牧
む
る
小
根
占
池
端
氏
所
藏
の
交
書

に
も
、
幕
府

が
佐
汰
進
士
親
高
の
潰
領
を
其
第
五
女
地
臓
女
に
分
配
せ
る
建
長
五
年
十
二
月
一.一十
八
日
附

の
將
軍
家
政
所
下
交

あ
り
て
、
そ
れ
に
は

右
亡
父
親
高
来
慮
(
分
の
字
を
脱
す
)
之
問
、
「
所
レ被
一一配
分
一也
、
者
可
レタ

ー償
掌

一之
欺
所
レ仰
如
レ件
、
以
下

ε
書
し
、
政
所
別
當
以
下
の
連
署
あ
り
。
式
自

(
二
七
)
は
此
場
合
に
幕
府
が
相
綾
人
の
奉
公
ピ
羅
量
ビ
を
考
慮
し

て
分
配
虞

分
す

べ
き
こ
ざ
前
章

に
説
き
心
が
如
く
な
れ
ば
幕
府
分
此
虚

分
は
こ
れ
に
捺
れ
る
な
る
べ
し
。
相
馬
交

書
二

)
に
永
仁
二
年
八
月

二
十
一
一日
に
左

の
如
き
下
知
歌
あ
b
、

可
・令
・皐

胤
門
領
・知
陸
奥
国
高
村
#
萩
迫
一邸
瀦

興

事

右

以
二
亡
父
左
衛

門
尉
跡

所

レ被
」配

分

池

、
者

守

二
先
例

【可
レ
致

二沙
汰

一之
歌

依

レ
仰
下

知
如

レ件

.

永
仁
二
年
八
月
廿

二
日
.

{
.
.
.
.

,
.
.

論

説

鎌
倉
時
代
の
家
族
制
度
(五
)

第
+
巻

(第
六
號

三
こ

七
五
五
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「

論
.
説

鎌
倉
時
代
の
家
族
制
度
(五
)

第
十
巻

(第
六
號

三
二
}

七
五
六

.陸

奥

守

平

朝

臣

鼠
花

押
)

相

模

守

季

朝

臣

(花

押
)

相
綾
人
た
る
胤
門
は
胤
村
の
子
な
れ
ば
、
亡
父
左
衛
門
尉
は
胤
村
に
し
て
、
生
前
其
遺
産
の
庭
分
を
な
さ
す
し
て

死
し
た
る
爲
め
、
幕
府
の
分
配
嘘
分
を
な
し
把
る
も
の
な
れ
ば
噛
こ
れ
も
同
じ
く
未
塵
分
跡
た
り
し
な
り
。
而
し

て
同
書
に
は
次
の
永
仁
二
年
御
配
分
系
図
な
る
も
の
を
添
ふ
。
即
ち
前
記
下
知
状
の
所
謂
配
分
状
な
り
。

永
仁
二
年
御
配
分
系
圖

胤
綱
1
胤
村

胤
氏

⊥
ハ
十
二
町
三
段
三
百
歩

追
赤
沼
六
町

-
胤
顯
.

四
十
四
町
七
段

二
合

疸
赤
沼
四
町

-
胤
重
.

三
十
二
町

一
段
牢

一
荷
胤

二
十
八
町
八
段
九
合

一
節
胤
レ
重
胤

一
十
三
町
九
段
八
合

.

「
胤
朝

十
二
町
九
段
七
合

-
胤
重

」
十
二
町
四
段
六
合

-
胤
蒲
聞
.
.

十
二
町
⊥
ハ
合

.

養
子
.

'

九
町
九
段

一
合

」
胤
門
-
重
胤

以
上
の
分
配
額
に
視

る
、
田
地
の
高
が
嫡
子
に
最
も
多
く
、
庶
子
に
渣
減
す
る
は
.
式
目
の
精
神

の
實
現
せ
ら
れ

た
る
も
の
ざ
看
做
す

べ
し
。

●

.


